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大阪府下南部溜池に出現するMicrasterias属

西河幸雄*・水野寿彦林

Y. NISHIKAWA and T. MIZUNO: On the Micrasterias of pοnds 

in the Southern Part of Osaka prefecture. 

従来， DESMIDS のI'/~でも Micrasteri as腐は，その形態の美しさと生活環境の特民

性から，興味がひかれ，数多くの論文が見られる。

筆者らは，大阪府下にある溜池を調査して来たが，岸和田市摩湯山古境周辺の溜池
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西河・水野:大阪府下の Micraste門前属 5 

群，岸和田市福岡， 麟蛤池群及び， 泉佐野市イ-二谷池潮池群において 8種2変種の

Micrasterias属を見出したので， それらの溜池の水質等と，全国各地での分布的な意義

を考察したので，ここに報告する次第である。

1. 出現した Micrasterias属

見!目された Micraster;as属とその潤池群を示すと第 l去のようになる。なお，近藤

(1935)は大阪上水道の DESMIDSの研究で. 41ffi 1変積を報告しているが，そのうち
で.Micrasteras ;nsisa (BREB) KUTZのみは筆者らの調査では見出せなかった。

i;?lilt|五t¥-IJ二日中1;
i J;;Jlzlzh|;日!日|古 I~

2. MicrasteTIas属と水質との関係

M i crasteri as属の産出した溜池の水質を示せば第2表のようになる。 KRIEGAR (19 

33)は，スンダ列島の研究調査の結果から， DESMIDSの多いのは pH6.5~7.0 であ

り，また.HUTCHINSON (1932) は Ca最の少ないことを指摘している。最近平野(19

60)は DESMIDSの Monographを出しているが，その中の Micrasteriasの部分も pH
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6 藻類第17巻第1号昭和44年 4月

は弱酸性， Ca量は 10rng/Iであることを示した。筆者らの調査でも， pH 6.3-7.4の

聞であり， No. 3より No.31の池も pH6.5前後であった。 Ca量も 10rng/I以下でおお

よそ同じような傾向を示している。 しかし，Micrasteriasの出現と環境との関係を考察

した資料は少なく，充分に考察できないが，筆者(水野)の大阪府以外の研究では，かな

らずしもこの範囲内にはない。たとえば，兵庫県北条附近の調査では，M. foliacea， 岡

山県鴨方地方では，M. mahabltr<必chuwarensisvar. wallichiiが見出されたが， pHは

弱酸性であるが， Ca量は20-35mg/1でかなり多いところにも出現している。なお産出

する池の外聞の状態， CI邑 KMn04消費量 S04震から判断して，人為的な、汚濁の加

わらない池に産出する乙とはほぼ確実であろう。

衣2 Micrasterias ili'i出潮池の水質 (mg/I)

ー溜ミ二池一、、1\水\質~I p口HIC山 I EcoEnn0s.4|1Sio，.|I Fe 1l Ca |lS04 . 恥 NI NH.-N I POcP 
ミササキ池 6.6 12.0 7.2 3.1 0.1 0.7 10.9 0.04 0.6 0.000 

一 村 池 7.4 10.0 6.0 1.9 0.1 0.7 4.2 0.04 0.6 0.000 

ニゴリ池 6.3 13.0 13.1 11.4 10.0 1.0 19.3 0.25 3.0 0.000 

No. 157 6.5 9.0 9.5 5.5 0.03 0.7 0.00 0..07 0.005 

イア 159 6.6 10.0 11.8 8.0 0.1 3.3 0.00 0.3 0.05 

ィタ 3 6.5 15.0 3.3 0.5 0.00 0.15 0.000 

グ 5 10.2 9.9 1.1 2.0 3.4 8.4 0.00 0.1 0.000 

グ 16 6.3 15.3 10.3 2.0 7.4 17.2 0.00 0.25 0.000 

グ 17 16.1 5.3 1.5 9.4 21.0 0.00 0.4 0.000 

グ 18 6.5 9.5 11.4 0.8 4.7 13.5 0.00 0.2 0.000 

イア 20 7.0 11.4 10.3 1.5 6.0 14.7 0.00 0.2 0.000 

イア 25 9.4 I 12.6 1.8 1.5 6.4 15.1 

グ 31 3.3 0.7 6.0 22.4 0.00 I 2.0 0.000 

3. 分布上の位置

MicrasttJrias属の分布は，戦前臼本列島のみならず，満洲・朝鮮における山口，上野

の報告，千島・琉球の岡田の報告，日本本土高山地帯の湖沼，湿原について，東，平野，

牛山，福島らの多数の報告がある。近畿地方は，琵琶湖をはじめとして， 巨椋、池，深泥

池，六地蔵等の調査が行き届き，近年金網，渡辺らによって，京都・奈良方面が次第に明

らかとなり，筆者の l人，水野は瀬戸内海周辺の溜池を調査し，本州西部の状態が明らか
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表3 Micrasteriasとその分布地 j或

-:J 

i千1東Iiii B i産中四九ま南3|
島道北地 地 南部国国州 洋皮

1. M. americana + 
2. M radiata + 
3.M.mufraptya i + 
4. M. apiclllata + + +十十 ..L 

5. M. apiclllata var. lacerata + 
6. M. uruniformis ..L 

7. M. sol 
8. M. sol var. ornata + + + + + ..L 

9.A4.apJhaanPPtiEittctiuztlfha k fa 
十十十 ..L 一10. M. papillifera var. globra 一r ー「

11. M. denticulata +十十++ 一 + 
12. M. denticulata var. angulosa + +十++ + + 
13. M. denticulata var. angusto-sinuata + +十++ + 一 一」

14. M. denticulata var. notata + + ..L + + + 
15. M. rotata + + + + + +よ + 
16. M. truncata + + +十十++*: ←」

17. M. decemdentata + + + 」ー--'--

18. M. foliacea + + + 」ー*キ ..L* 

19. M. crux-melitensis + + + + + + + * + 
20.A4.tphionmnaatsiiJaMna a +十+ -1- + -1- ー」 * + + + 
21. M. + +十 + 4咽 十 * +* + 
22. M. thomasiana var. javallica + + 
23. M. tro pica var. polonica + + 本

24. M. alata var. de pressa 十 -1- + * + + 
25. M. mahabuleschuwarensis -1-* 一 キ + 
26.A4.mahabuteschutuafensis var.azusaytmtimcheiti ricd + 
27. M. mahabllleschuwarensis var. + + + -1- -1-* +キ+ +* + 
28. M. lux + * + 
29. M. radians + + ー」 * + + 
30. M. insisa ート

+ 文献に記載されているもの *筆者らの採集によるもの |吋
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8 部類第17巻第1号昭和44年 4月

となって来た。全体としての調査の精疎があるが，今日までの報告を整理し，一覧表を作

成し，大阪溜池産のものを比べてみると，次のような乙とがいえるようである(第3表)。

乙の表から大別して3-4のグループ。に分けることができる。すなわち 1-6の種は，

世界的な分布から見るとかならずしも北方系種とはいえないが，千島から中部高地までの

分布に限られ，関東低地部以南にはほとんど出現していない。第2のグループ。は7-21ま

での種で，千鳥・北海道から九州に至るまで分布するが，そのうち. 7-17までは主とし

て，千島から中部高地，または一部近畿高地(出良八雲ケ原湿原)まで出現し，ごく僅か

に近畿低地および九州に出現し.18-21までは，もっとも広く分布する。さらに22-30の

グループ。は.若干東花および中央高地にも発見されたが，中部低地以南に多く見出される

種である。

以上の表のうち，大阪南部地区に産する種は，分布上かなり明瞭な特徴を示してい

る。すなわち，いずれも分布が広範なものか，あるいは温水性を好むグループ。に属するも

のである。溜池は一般に浅く，夏季水温が水底まで上昇するので，南方系種といわれる

Nl. alata var. depressa， M. mahabuleschuwarensis. M. mahabuleschwarensis var. 

wallichii， M. lllx 等が十分桜息し得るものと考えられる。

Resurne 

Micrasterias collected by the authors from ponds in the southern part of Osaka 

Prefecture were studied. 

The result obtained in these surveys was as follows 

1. In this district were found 8 species and 2 varieties of Micrasterias. 

2. The optimum pH for the Micrasterias was about 6.5 and the Ca++ concentration 

favorable for them seem吋 tobe lower than 10 mg/l. 

3. The species occurring in the ponds of southern Osaka Prefecture were either those 

widely distributed throughout the Japan Islands or those adapted for warmer waters. 
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1. Micrasterias lux JOSHUA ....・ H ・-…・・ H ・H ・-… H ・H ・......・ H ・...・ H ・-岸和田ニゴリ池産
2. M. alata W ALLICH ....・ H ・-…...・ H ・.....・ H ・...・ H ・....・ H ・...… H ・H ・..岸和田 157号池産
3. M. tropica NORDSTEDT var. polonica RACIBORSKI ....・H ・-…泉佐野 5号池産
4. M. thomasiana ARCHER ........・ H ・....・ H ・-…...・ H ・.....・ H ・....・ H ・...和泉信太山池産
5. M. foliacea BAILEY....・H ・-…・… H ・H ・..，・ H ・-…...・ H ・...・ H ・....・ H ・-泉佐野 3号池産
6. M. pinnat祈da侭UTZING)RALFS・・ H ・H ・....・ H ・-…・...・ H ・....・ H ・岸和田 159号池産
7. M mahabuleschuwarensis HOBSON var. wallichii (GRUNOW)岸和田157号池産
8. M. radians TURNER ........・ H ・....・ H ・...・ H ・....・ H ・....・ H ・.....・ H ・..岸和田ミササキ池産
9. M mahabuleschuwarensis HOBSON ...・ H ・.....・ H ・....・ H ・...・ H ・-・岸和田三村池産
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